
親
鷺
に
お
け
る
「
極
楽
」
と
「
浄
土
」

ω
g
貯
げ
9
1
＜
9
菖
9
巳
σ
o
＆
冨
厨
象
轟
も
9
濠
邑
良
ぎ
ω
ぼ
白
き
、
ω
雪
ぎ
β
α
q
窪

中

西

智

海

一
、
問
題
の
所
在

　
「
極
楽
」
の
原
語
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
は
ω
霞
犀
げ
漉
く
讐
固
（
楽
の
あ
る
と

こ
ろ
）
で
あ
る
。
こ
れ
を
中
国
の
訳
経
史
の
上
か
ら
み
る
と
、
「
須
摩
提
」
な
ど

を
一
群
と
す
る
音
訳
が
み
ら
れ
、
つ
い
で
「
安
楽
」
と
「
安
養
」
と
い
う
二
つ
の

音
訳
が
用
い
ら
れ
、
更
に
、
「
極
楽
」
が
用
い
ら
れ
た
。
「
極
楽
」
と
い
う
訳
語
が

最
初
に
使
用
さ
れ
た
の
は
、
現
存
経
典
に
よ
る
限
り
で
は
羅
什
訳
の
『
阿
弥
陀
経
』

で
あ
る
。

　
羅
什
以
降
の
雄
踏
と
し
て
は
、
「
極
楽
」
と
「
安
楽
」
の
二
つ
の
訳
語
が
並
川

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
頻
度
は
伯
仲
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、
誌
代
に
入
っ
て
四

達
が
も
っ
ぱ
ら
「
極
楽
」
を
用
い
て
か
ら
は
、
「
極
楽
」
の
ほ
う
が
優
勢
と
な
っ
た
。

　
浄
土
経
典
を
み
て
も
『
阿
弥
陀
経
』
と
『
観
無
量
寿
経
」
、
そ
し
て
『
称
讃
浄
土

経
』
『
如
来
会
』
『
荘
厳
経
』
が
「
極
楽
」
を
用
い
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
状

　
　
　
　
　
　
親
欝
に
お
け
る
「
極
楽
」
と
「
浄
土
」

況
と
連
動
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
更
に
中
国
、
日
本
の
浄
土
教
系
の
著
述
を
み
る

と
き
、
「
極
楽
」
と
「
安
楽
」
と
を
並
幸
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
る
。
な
か

で
も
道
紳
の
著
書
は
『
安
楽
集
』
と
い
う
書
名
な
の
に
、
本
文
を
み
る
と
「
極
楽
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

が
何
度
も
使
用
さ
れ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
親
鷺
教
学
の
研
究
の
立
場
か
ら
、
親
鷺
に
お
い
て
の
訳
語
の
使
用

に
着
目
す
る
と
き
、
ま
こ
と
に
特
異
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
親
鷺

の
主
著
『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
臼
釈
の
文
で
は
、
「
極
楽
」
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

言
葉
は
「
化
身
土
巻
」
に
「
極
楽
に
生
ず
と
錐
も
、
三
宝
を
見
た
て
ま
つ
ら
ず
」

〔
真
聖
全
二
・
邸
〕
と
、
た
だ
一
回
で
て
く
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
し
か
も
こ
こ

で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
極
楽
」
と
は
、
辺
地
二
宮
解
六
界
の
業
因
に
よ
る
往
生
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

世
界
を
い
い
あ
て
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
明
ら
か
に
方
便
黒
土
を
表
わ
す
も
の
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
真
実
報
土
に
対
し
て
、
区
別
し
て
方
便
化
土
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
親
鷺
の
特
異
な
立
場
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
宗
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親
驚
に
お
け
る
「
極
楽
」
と
「
浄
土
」

教
的
論
理
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
更
に
、
『
唯
信
紗
文
意
』
に
説
か
れ
て
く
る
、

　
　
「
極
楽
」
と
ま
う
す
は
か
の
安
楽
浄
土
な
り
、
よ
う
つ
の
た
の
し
み
つ
ね

　
　
に
し
て
く
る
し
み
ま
じ
は
ら
ざ
る
な
り
、
か
の
く
に
を
ば
安
養
と
い
へ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
真
聖
全
二
・
枷
〕

　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ゐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

と
い
わ
れ
る
「
極
楽
」
と
、
「
安
養
」
「
浄
土
」
と
の
論
理
的
解
明
は
ど
う
な
る
の

か
。
ま
た
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
宗
教
的
意
義
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
以
上
の
問
題
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
、
仏
教
思
想
上
あ
る
い
は
浄
土
教
思
想
上
に

お
け
る
親
鶯
の
立
場
の
特
異
性
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
す
る
の
が
、
小
論
の
意
図

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
、
　
「
極
楽
」
の
用
語

　
ま
ず
、
親
鶯
の
著
述
に
お
い
て
、
　
「
極
楽
」
の
語
を
用
い
て
い
る
文
章
を
挙
げ

て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
○
『
教
行
信
証
』
　
（
自
釈
の
文
－
親
鶯
自
身
の
解
釈
）

　
　
山
行
の
中
の
直
行
垂
心
、
雑
行
専
心
、
専
行
雑
心
あ
り
、
（
中
略
）
此
れ
み

　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゐ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
な
辺
地
胎
宮
解
慢
界
の
業
因
な
り
。
故
に
極
楽
に
生
ず
と
錐
も
三
宝
を
見

　
　
た
て
ま
つ
ら
ず
、
　
仏
心
の
光
明
余
の
雑
業
の
行
者
を
照
摂
せ
ざ
る
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
化
身
土
巻
」
〔
真
如
全
二
・
邸
〕
）

　
○
『
専
行
信
証
』
　
（
引
言
－
経
・
論
・
釈
か
ら
の
引
用
文
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
ω
　
観
経
に
は
、
極
重
の
悪
人
他
の
方
便
な
し
、
た
だ
弥
陀
を
称
し
て
極
楽

　
　
　
に
生
を
得
と

　
　
　
　
　
（
源
信
『
往
生
要
集
』
か
ら
の
引
文
　
「
重
三
」
〔
真
義
全
二
・
3
2
〕
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

②
　
す
な
は
ち
弥
陀
経
の
中
に
説
か
く
、
釈
迦
極
楽
の
種
種
の
荘
厳
を
讃
嘆

　
　
し
た
ま
ふ
　
（
善
導
『
観
経
疏
』
「
散
票
義
」
か
ら
の
引
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
手
巻
」
〔
真
子
全
二
・
5
3
〕
）

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

③
　
報
に
よ
り
て
極
楽
を
感
成
せ
り
、
楽
に
よ
り
て
悲
化
を
顕
通
す

　
　
　
　
　
　
（
善
導
『
観
経
疏
』
「
二
分
義
」
か
ら
の
引
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
真
仏
土
巻
」
〔
真
聖
全
二
・
珊
〕
）

ゆ
　
極
楽
は
元
為
七
竃
の
界
な
り
、
随
縁
の
題
下
恐
ら
く
は
生
る
る
こ
と
難

　
　
し
　
　
（
善
導
『
法
事
讃
』
か
ら
の
引
文
　
「
真
仏
土
巻
」
〔
真
聖
全
二
・
㎜
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
及
び
「
化
身
土
巻
」
〔
真
聖
全
二
・
㎜
〕
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

⑤
も
っ
て
己
れ
が
善
根
と
し
て
、
極
楽
に
回
向
せ
ん

　
　
　
　
　
　
（
『
如
来
会
』
か
ら
の
竪
文
　
「
化
身
土
巻
」
〔
高
徳
全
二
・
鵬
〕
）

○
『
和
讃
』

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
宝
塔
・
金
堂
は
極
楽
の

　
　
東
門
の
中
心
に
あ
ひ
あ
た
る

　
　
ひ
と
た
び
詣
す
る
人
は
み
な

　
　
　
　
へ
　
　
ら

　
　
往
生
極
楽
う
た
が
は
ず
　
　
（
『
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
』
〔
真
黒
全
二
・
晒
〕
）

○
「
和
語
聖
教
」
註
釈
の
部

ω
　
『
一
念
多
念
文
意
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
「
一
切
臨
終
時
」
と
い
ふ
は
、
極
楽
を
ね
が
ふ
よ
う
つ
の
衆
生
、
い
の

　
　
ち
お
は
ら
む
と
き
ま
で
と
い
ふ
こ
と
ば
な
り
　
　
　
　
〔
真
聖
全
二
・
脳
〕

②
　
『
唯
信
紗
文
意
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
衆
生
の
お
の
お
の
の
縁
に
し
た
が
ひ
て
も
ろ
も
ろ
の
善
を
修
す
る
を
極
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へ

　
　
楽
に
廻
向
す
る
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
三
聖
全
二
・
㎝
〕

③
　
『
唯
信
紗
文
意
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ

　
　
ひ
と
へ
に
み
な
を
と
な
ふ
る
ひ
と
の
み
、
み
な
極
楽
浄
土
に
往
生
す
と

　
　
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
真
聖
全
二
・
伽
〕

四
『
末
灯
紗
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
弥
陀
の
本
願
と
ま
ふ
す
は
、
名
号
を
と
な
へ
ん
も
の
を
ば
極
楽
へ
む
か

　
　
へ
ん
と
ち
か
は
せ
た
ま
ひ
た
る
を
、
ふ
か
く
信
じ
て
と
な
ふ
る
が
め
で

　
　
た
き
こ
と
に
て
候
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
真
聖
全
二
・
糀
～
鵬
〕

㈲
　
『
末
灯
紗
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
へ

　
　
も
と
ぬ
す
み
こ
こ
ろ
あ
ら
ん
人
も
、
極
楽
を
ね
が
ひ
念
仏
を
ま
ふ
す
ほ

　
　
ど
の
こ
と
に
な
り
な
ば
、
も
と
ひ
が
う
た
る
こ
こ
ろ
を
も
お
も
ひ
な
を

　
　
し
て
こ
そ
あ
る
べ
き
に
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
真
跡
全
二
・
鯉
〕

㈲
　
『
拾
遺
真
蹟
御
消
息
』

　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
往
生
極
楽
の
大
事
を
い
ひ
ま
ど
わ
し
て
、
ひ
だ
ち
・
し
も
づ
け
の
念
仏

　
　
者
を
ま
ど
わ
し
、
お
や
に
そ
ら
ご
と
を
い
ひ
つ
け
た
る
こ
と
、
こ
こ
ろ

　
　
う
き
こ
と
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
真
聖
全
二
・
撚
〕

m
　
『
弥
陀
如
来
名
号
徳
』

　
　
　
　
あ
　
　
へ

　
　
か
の
極
楽
世
界
と
こ
の
娑
婆
世
界
と
の
あ
ひ
だ
に
、
十
万
国
の
三
千
大

　
　
千
世
界
を
へ
だ
て
た
り
と
と
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
真
聖
全
二
・
捌
〕

○
「
和
語
聖
教
」
　
引
文
の
部

　
　
『
浄
土
三
経
往
生
虫
類
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

ω
　
己
れ
が
善
根
を
以
て
極
楽
に
廻
向
せ
ば
、
も
し
生
れ
ず
ぱ
、
菩
提
を
取

　
　
ら
じ
と
　
　
（
『
如
来
会
』
第
二
十
願
か
ら
の
引
文
　
　
〔
真
狩
全
二
・
鵬
〕
）

　
　
　
　
　
親
鶯
に
お
け
る
「
極
楽
」
と
「
浄
土
」

②
　
『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
執
心
牢
固
に
し
て
定
め
て
極
楽
国
に
生
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
（
源
信
『
往
生
要
集
』
か
ら
の
賦
存
　
〔
真
聖
全
二
・
珊
〕
）

個
　
『
唯
信
抄
文
意
』

　
極
楽
元
為
浬
梨
界
　
随
縁
雑
善
恐
難
生

　
早
使
如
来
選
挙
法
　
教
念
弥
陀
専
竜
華

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
「
極
楽
元
為
蚕
架
界
」
と
い
ふ
は
、
「
極
楽
」
と
ま
う
す
は
か
の
安
楽
浄
土

　
な
り
　
　
　
　
（
善
導
『
法
事
讃
』
か
ら
の
記
文
　
〔
真
聖
全
二
・
枷
～
㎝
〕
）

　
以
上
の
如
く
「
極
楽
」
の
語
は
、
主
著
『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
は
、
御
自
釈

の
文
で
は
「
化
身
土
巻
」
に
一
回
の
み
使
用
し
、
斜
文
で
は
経
（
如
来
会
）
か
ら

一
回
、
善
導
の
釈
か
ら
三
回
、
源
信
の
釈
か
ら
一
回
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

『
和
讃
』
で
は
『
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
』
で
一
回
用
い
ら
れ
、
そ
し
て
、
い
わ
ゆ
る

「
和
語
聖
教
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
は
、
自
釈
の
文
と
し
て
は
『
一
念
多
念
文
意
』

に
一
回
、
『
唯
信
妙
文
意
』
に
二
回
（
そ
の
う
ち
一
回
は
極
楽
浄
土
と
な
っ
て
い

る
）
、
『
石
灯
妙
』
に
二
回
、
『
御
消
息
集
』
に
一
回
、
『
弥
陀
如
来
名
号
徳
』
に
一

回
使
用
さ
れ
、
引
文
と
し
て
は
『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』
に
二
回
（
そ
の
う
ち
一

回
は
極
楽
国
と
な
っ
て
い
る
）
、
『
唯
信
妙
文
意
』
に
一
回
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
知
ら
れ
る
。

三
、
　
「
浄
土
」
と
そ
の
同
類
の
用
語

こ
れ
に
対
し
て
、
「
安
養
」
「
安
楽
」
「
無
量
光
明
土
」
「
浄
土
」
等
の
言
葉
は
ど
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親
驚
に
お
け
る
「
極
楽
」
と
「
浄
土
」

う
で
あ
ろ
う
か
。

　
い
ま
、
こ
の
論
文
で
は
、
す
べ
て
の
文
章
を
挙
げ
る
紙
数
を
も
た
な
い
の
で
、

そ
の
使
用
の
回
数
と
自
釈
の
文
・
引
上
の
区
別
を
ま
ず
記
し
て
み
よ
う
。

　
「
安
養
」

　
　
『
教
行
信
証
』

　
　
　
　
①
自
釈
の
文
　
三
回
（
総
序
一
、
行
巻
一
、
化
身
土
巻
一
）

　
　
　
　
②
引
　
　
文
　
二
回

　
　
『
文
類
聚
砂
』

　
　
　
　
①
自
釈
の
文
　
二
回

　
　
『
和
讃
』
　
　
　
　
四
回
（
浄
土
和
讃
三
、
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
一
）

　
　
『
尊
号
真
像
銘
文
』
（
広
・
略
）

　
　
　
　
①
自
釈
の
文
　
二
回
　
　
②
引
　
　
文
　
三
回

　
　
『
唯
信
紗
文
意
』
（
広
・
略
）

　
　
　
　
①
自
釈
の
文
　
四
回

　
「
安
養
浄
刹
」

　
　
『
教
行
信
証
』

　
　
　
　
①
自
釈
の
文
　
三
回
（
行
巻
一
、
真
仏
土
巻
一
、
化
身
土
巻
一
）

　
　
『
尊
号
真
像
銘
文
』
（
広
・
略
）

　
　
　
　
①
自
釈
の
文
　
六
回

　
「
安
養
浄
土
」

　
　
『
和
讃
』
　
　
　
　
　
　
一
回
（
高
僧
和
讃
）

　
　
『
尊
号
真
像
銘
文
』
（
広
・
略
）

　
　
　
　
①
自
釈
の
文
　
　
六
回

　
『
末
灯
紗
』
　
　
　
　
一
回

「
安
養
界
」

　
『
教
行
信
証
』
　
　
　
　
一
回
（
行
雨
）

　
『
文
類
聚
砂
』

　
　
　
①
自
釈
の
文
　
　
一
回

　
『
和
讃
』
　
　
　
　
　
　
一
回
（
浄
土
和
讃
）

「
安
養
国
」

　
．
『
文
類
聚
砂
』

　
　
　
②
引
　
　
文
　
　
一
回

　
『
尊
号
真
像
銘
文
』

　
　
　
②
引
　
　
文
　
　
三
回

「
安
楽
」

　
『
教
行
信
証
』

　
　
　
①
自
釈
の
文
　
　
一
回
（
行
巻
）

　
『
文
類
聚
妙
』

　
　
　
①
自
釈
の
文
　
　
一
回

　
『
和
讃
』
　
　
　
　
　
　
二
回
（
浄
土
和
讃
）

　
『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』
（
広
・
略
）

　
　
　
②
引
　
　
文
　
　
二
回

　
『
尊
号
真
像
銘
文
』
（
広
・
略
）

　
　
　
①
自
釈
の
文
　
　
三
回

　
　
　
②
引
　
　
文
　
　
一
回

　
『
一
念
多
念
文
意
』

②
引
　
　
文
　
　
十
七
回
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①
自
釈
の
文
　
一
回
　
　
②
引
　
　
文
　
一
回

　
『
唯
信
砂
文
意
』

　
　
　
①
自
釈
の
文
　
二
回
（
う
ち
一
回
は
異
本
）

「
安
楽
国
」

　
『
教
行
信
証
』

　
　
　
①
引
　
　
文
　
六
回

　
『
文
類
聚
紗
』

　
　
　
②
引
　
　
文
　
二
回

　
『
愚
禿
紗
』

　
　
　
②
引
　
　
文
　
一
回

　
『
入
出
二
門
偶
頗
』

　
　
　
①
臼
釈
の
文
　
二
回

　
『
和
讃
』
　
　
　
　
　
一
回
（
浄
土
和
讃
）

　
『
尊
号
真
像
銘
文
』
（
広
・
略
）

　
　
　
①
自
釈
の
文
　
二
回
　
②
引
　
　
文
　
三
回

　
『
一
念
多
念
文
意
』

　
　
　
①
自
釈
の
文
　
一
回

「
安
楽
国
土
」

　
『
教
行
信
証
」

　
　
　
②
引
　
　
文
　
三
回

　
『
和
讃
』
　
　
　
　
　
一
回
（
浄
土
和
讃
）

　
『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』
（
広
・
略
）

　
　
　
②
引
　
　
文
　
二
回

　
　
　
　
親
鷺
に
お
け
る
「
極
楽
」
と
「
浄
土
」

「
安
楽
浄
土
」

　
『
教
行
信
証
』

　
　
　
①
自
釈
の
文

　
『
文
類
聚
砂
』

　
　
　
①
自
釈
の
文

　
『
和
讃
』

　
『
尊
号
真
像
銘
文
』

　
　
　
①
自
釈
の
文

　
『
一
念
多
念
文
意
』

　
　
　
①
自
釈
の
文

　
『
唯
信
妙
文
意
』

　
『
末
灯
砂
』

「
安
楽
浄
刹
」

　
『
入
出
二
門
偶
頗
』

　
　
　
①
自
釈
の
文

　
『
尊
号
真
像
銘
文
』

　
　
　
①
自
釈
の
文

「
安
楽
世
界
」

　
『
教
行
信
証
』

　
　
　
②
引
　
　
文

　
『
和
讃
』

　
『
尊
号
真
像
銘
文
』

　
　
　
①
自
釈
の
文

三二回
回回
　9一

　至

　腰

　桀

　v

　　十広　一
一・ �
回略回
　）　　　　　浄
　　土
　　和
　　讃
　　）

回

縁
登

＠
回

文

一
回

（
広
・
略
）

四
回

　
一
回

　
一
回
（
浄
土
和
讃
）

（
広
・
略
）

　
二
回

十
五
回
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親
鶯
に
お
け
る
『
極
楽
」
と
「
浄
土
」

「
安
楽
仏
国
」

　
『
教
行
信
証
』

　
　
　
①
自
釈
の
文
一
回
（
真
仏
土
巻
）
　
②
引
　
文
二
回

　
『
和
讃
』
　
　
　
　
二
回
（
高
僧
和
讃
）

　
そ
の
他
「
安
楽
国
之
世
界
」
　
（
『
教
課
信
証
』
引
文
一
回
、
『
愚
禿
紗
』
引

　
文
一
回
）
、
「
安
楽
仏
国
土
」
（
『
教
行
信
証
』
近
文
一
回
）
、
「
安
楽
自
然
」

　
（
『
愚
禿
紗
』
自
釈
の
文
一
回
）
な
ど
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

「
無
量
光
明
土
」

　
『
教
行
信
証
』

　
　
　
①
自
釈
の
文
　
四
回
（
行
巻
二
、
信
巻
一
、
真
仏
土
巻
一
）

　
　
　
②
引
　
　
文
　
三
回

　
『
文
類
聚
砂
』

　
　
　
①
自
釈
の
文
　
一
回

　
『
愚
禿
砂
』

　
　
　
②
引
　
　
文
　
一
回

「
浄
土
」

　
『
教
行
信
証
』

　
　
　
①
自
釈
の
文
　
二
十
四
回
（
言
挙
一
、
高
曇
二
、
行
三
三
、
信
巻
六
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
証
巻
二
、
真
仏
土
巻
二
、
化
身
土
巻
八
）

　
　
　
②
引
　
　
文
　
六
〇
回

　
『
文
類
聚
砂
』

　
　
　
①
自
釈
の
文
　
四
回

　
『
愚
禿
砂
』

　
　
　
　
①
自
釈
の
文
十
六
回
　
　
②
引
　
　
文
　
　
二
回

　
　
『
入
出
二
門
偶
頒
』

　
　
　
　
①
自
釈
の
文
　
二
回

　
　
『
和
讃
』
　
　
　
　
　
三
十
回
（
浄
土
和
讃
十
一
回
、
高
僧
和
讃
十
四
回
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
配
末
和
讃
五
回
）

　
　
『
浄
土
三
寸
往
生
文
類
』
（
広
・
略
）

　
　
　
　
①
自
釈
の
文
四
回
　
②
引
　
文
六
回

　
　
『
尊
号
真
像
銘
文
』
（
広
・
略
）

　
　
　
　
①
自
釈
の
文
　
三
十
一
回
　
　
②
引
　
　
文
　
十
二
回

　
　
『
一
念
多
念
文
意
』

　
　
　
　
①
自
釈
の
文
　
三
回

　
　
『
唯
信
妙
文
意
』

　
　
　
　
①
自
釈
の
文
十
四
回
（
う
ち
五
回
は
異
本
）

　
　
『
末
灯
妙
』
　
　
　
　
二
十
四
回

　
　
『
御
消
自
心
集
』
　
　
　
　
　
　
　
　
一
回

　
　
②

で
あ
る
。

四
、
　
「
極
楽
」
と
「
浄
土
」
へ
の
厳
密
な
態
度

　
以
上
、
親
鷺
の
著
述
に
お
い
て
の
用
語
例
を
記
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ

っ
て
極
め
て
注
目
す
べ
き
こ
と
が
ら
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
ず
、
親
鶯
は
『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
、
「
極
楽
」
の
言
葉
は
自
釈
の
文
で

は
「
化
身
土
巻
」
に
一
回
の
み
使
用
し
て
い
る
だ
け
で
、
そ
の
傾
向
は
他
の
著
述
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に
も
連
動
し
て
い
る
こ
と
は
先
に
も
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

「
浄
土
」
は
『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
、
自
信
の
文
で
二
十
四
回
、
引
文
で
は
六

十
回
も
使
用
し
て
い
る
。
そ
の
傾
向
は
他
の
著
述
に
も
顕
著
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

『
和
讃
』
に
三
十
回
、
『
尊
号
真
像
銘
文
』
（
広
・
略
）
に
お
い
て
は
自
釈
の
文
に

三
十
一
回
、
引
文
に
十
二
回
、
『
末
灯
妙
』
に
二
十
四
回
、
『
愚
禿
妙
』
の
自
釈
の

文
に
十
六
回
、
引
文
二
回
な
ど
実
に
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
先
に
挙
げ

た
よ
う
に
「
安
養
」
「
安
養
浄
刹
」
「
安
養
浄
土
」
「
安
養
界
」
「
安
養
国
」
「
安
楽
」

「
安
楽
国
」
「
安
楽
国
土
」
「
安
楽
浄
土
」
「
安
楽
浄
刹
」
「
安
楽
世
界
」
「
安
楽
仏
国
」

「
安
楽
国
之
世
界
」
「
安
楽
仏
国
土
」
「
安
楽
自
然
」
、
そ
し
て
「
無
量
光
明
土
」
が

多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
し
か
も
、
そ
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
内
容
的
に
明
確
な
吟
味
が
な
さ
れ
て
い
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

で
あ
る
。
例
え
ば
「
『
欲
生
我
国
』
と
い
ふ
は
、
他
力
の
至
心
信
楽
を
も
て
安
楽
浄

へ土
に
む
ま
れ
む
と
お
も
へ
と
な
り
」
（
『
尊
号
真
像
銘
文
』
〔
真
聖
全
二
・
細
〕
）
、
「
仏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

の
み
な
を
称
す
る
は
か
な
ら
ず
安
養
浄
土
に
往
生
を
う
る
な
り
、
仏
の
本
願
に
よ

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

る
が
ゆ
へ
な
り
」
（
『
尊
号
真
像
銘
文
』
〔
真
聖
全
二
・
鵬
〕
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

に
、
安
楽
浄
土
・
安
養
浄
土
と
い
わ
れ
る
と
き
は
、
他
力
（
仏
の
願
力
）
に
よ
る

仏
の
本
願
に
よ
っ
て
報
わ
れ
る
世
界
、
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
周
知
の
通
り
、
皇
位
の
浄
土
往
生
に
は
、
そ
の
因
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
果

が
明
瞭
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
親
鶯
の
四
十
八
願
観
の
特
色
の
一
つ

と
し
て
、
四
十
八
願
の
中
で
も
浄
土
に
往
生
す
る
因
を
誓
っ
た
願
が
三
つ
あ
る

（
こ
れ
を
生
因
三
尊
と
い
う
）
と
見
て
、
そ
れ
を
真
実
の
願
と
方
便
の
願
に
区
別

し
た
こ
と
で
あ
る
。
更
に
、
そ
の
因
願
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
往
生
、
そ
の
依

っ
て
い
る
経
典
を
み
る
と
判
然
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
親
鶯
自
身

　
　
　
　
　
　
親
轡
　
に
お
け
る
「
極
楽
」
と
「
浄
土
」

の
廻
心
の
経
過
で
も
あ
っ
た
。

　
い
ま
、
そ
れ
を
図
示
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
信
）
　
　
　
　
　
（
機
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
行
）

　
　
　
　
　
　
　
（
願
）

　
　
　
　
（
門
）

方
便
⊥
目
見
聾
韓
御
難
　
　
　
蕪
醐
盤
喜
劇
一

真
実
－
弘
願
門
一
第
十
八
願
…
乃
至
十
念
…
至
心
信
楽
早
生
…
正
定
聚
の
機
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
往
生
）
　
　
　
　
　
（
経
）
　
　
　
　
（
土
）

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　
�
s
肱
諦
観
H
T
化
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難
思
議
往
生
…
『
大
経
」
一
報
土

　
つ
ま
り
、
第
十
九
願
の
行
信
に
よ
る
往
生
（
こ
れ
を
自
力
諸
行
往
生
と
い
う
）

と
、
第
二
十
願
の
行
信
に
よ
る
往
生
（
こ
れ
を
自
力
念
仏
往
生
と
い
う
）
と
は
、

真
実
報
土
で
は
な
く
「
化
土
」
に
往
生
す
る
と
い
う
判
定
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し

て
、
第
十
八
願
の
行
信
に
よ
る
往
生
（
こ
れ
を
他
力
念
仏
往
生
と
い
う
）
は
、
ま

さ
に
真
実
報
土
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
第
十
九
願
は
『
観
経
』
（
観
無
量
寿

経
）
の
意
で
あ
り
、
第
二
十
願
は
『
銀
経
』
（
阿
弥
陀
経
）
の
意
で
あ
り
、
第
十

八
願
は
『
大
経
』
（
無
量
寿
経
）
の
意
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
　
親
鶯
の
三
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

観
は
き
わ
め
て
特
色
の
あ
る
も
の
で
、
隠
顕
釈
の
立
場
に
立
つ
も
の
で
あ
る
が
、

方
便
と
い
い
隠
顕
と
い
う
の
は
、
廃
立
と
い
う
概
念
と
は
異
な
る
の
で
あ
っ
て
、

ど
こ
ま
で
も
真
実
へ
の
誘
引
と
い
う
深
い
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
　
本
論
文
の
文
脈
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
　
次
の
こ
と
で

あ
る
。
訟
訴
は
、
第
十
九
願
－
自
力
諸
行
往
生
1
『
観
経
』
の
意
の
も
の
と
、
第
二

十
願
一
自
力
念
仏
往
生
1
『
看
経
』
の
意
の
も
の
と
の
趣
く
世
界
は
化
土
（
詳
し

く
は
方
便
逆
鉾
）
と
し
て
、
第
十
八
願
一
他
力
念
仏
往
生
1
『
大
経
』
の
意
の
も
の

の
趣
く
報
土
（
詳
し
く
は
真
実
報
土
）
と
区
別
す
る
（
そ
れ
は
後
に
論
述
す
る
と
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親
鷺
に
お
け
る
「
極
楽
」
と
「
浄
土
」

こ
ろ
で
あ
る
が
、
単
な
る
区
別
で
止
ま
る
の
で
は
な
く
て
、
真
実
に
転
入
さ
せ
よ

う
と
す
る
深
い
意
味
が
あ
る
）
と
い
う
、
き
わ
め
て
特
色
あ
る
判
定
を
く
だ
し
た

が
、
原
則
的
に
は
、
こ
の
場
合
の
「
化
土
」
に
相
当
す
る
も
の
に
「
極
楽
」
の
訳
語

を
用
い
、
「
真
実
報
土
」
に
相
当
す
る
も
の
に
「
浄
土
」
「
安
養
」
「
安
楽
」
「
無
量

光
明
土
」
な
ど
を
用
い
た
、
と
い
う
こ
と
が
云
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
の
こ
と
が
最
も
明
白
な
の
が
、
『
教
行
信
証
』
で
あ
る
。
す
で
に
指
摘
し
た

よ
う
に
、
親
鷺
自
釈
の
言
葉
と
し
て
は
「
化
身
土
巻
」
に
た
だ
一
回
だ
け
極
楽
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

語
旬
が
で
て
く
る
。
そ
れ
は
「
辺
地
細
部
解
慢
界
の
業
因
な
り
。
故
に
極
楽
に
生

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

ず
と
錐
も
三
宝
を
見
た
て
ま
つ
ら
ず
」
〔
真
聖
全
二
・
郡
〕
と
い
う
言
葉
で
あ
る

が
、
明
ら
か
に
方
便
三
士
を
指
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
更
に
、
引
掛
と

い
わ
れ
る
も
の
を
み
る
と
、
先
に
列
挙
し
た
よ
う
に
善
導
の
「
序
分
義
」
「
奨
学

義
」
、
そ
し
て
『
法
事
讃
』
か
ら
の
も
の
が
あ
る
。
「
序
分
義
」
「
散
善
義
」
は
『
観

経
』
の
注
釈
書
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
『
法
事
讃
』
は
尾
題
に
「
西
方
浄
土
法
事

讃
」
と
あ
り
、
浄
土
の
雨
雪
行
道
の
儀
則
を
記
述
し
た
書
で
、
讃
文
を
加
え
て
『
阿

弥
陀
経
』
（
石
経
）
を
読
面
す
る
法
式
を
示
し
た
書
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と

き
、
こ
の
書
は
『
観
経
』
と
『
小
早
』
に
す
わ
り
を
も
つ
も
の
と
し
て
考
え
ら

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
次
に
、
源
信
の
『
往
生
要
集
』
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

ら
の
引
文
で
あ
る
が
、
「
観
経
に
は
極
重
の
悪
人
他
の
方
便
な
し
、
た
だ
弥
陀
を

ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

称
し
て
極
楽
に
生
を
う
」
と
い
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
み
る
と
『
観
経
』
の
範
疇

と
も
い
え
る
し
、
ま
た
こ
の
場
合
の
「
弥
陀
を
称
し
て
」
と
い
う
称
名
は
、
少
な

く
と
も
第
十
八
願
の
他
力
念
仏
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
、
考
え
ら
れ
て
い
な
い
も

の
と
も
云
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
そ
う
す
る
と
、
最
後
に
問
題
と
な
る
の
は
『
奇
行
信
証
』
で
、
『
大
経
』
に
関

す
る
引
文
と
し
て
、
た
だ
一
つ
『
如
来
会
』
（
大
経
の
異
訳
）
か
ら
の
も
の
が
あ

る
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
残
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
も
明
ら
か

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

に
「
も
っ
て
己
れ
が
善
根
と
し
て
、
極
楽
に
回
向
せ
ん
」
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
は

『
如
来
会
』
の
第
二
十
願
の
文
〔
真
黒
全
一
・
㎜
〕
で
あ
っ
て
、
自
力
念
仏
往
生

の
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
教
行
信
証
』
で
は
先

の
原
則
は
明
瞭
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

五
、
浄
土
1
そ
の
凡
夫
性
と
浬
榮
性

　
し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
「
和
語
聖
教
」
の
場
合
も
、
同
じ
く
そ
の
原
則
で
整
理
で

き
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
『
末
男
妙
』
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

「
弥
陀
の
本
願
と
ま
ふ
す
は
、
名
号
を
と
な
へ
ん
も
の
を
ば
極
楽
へ
む
か
へ
ん
と

ち
か
は
せ
た
ま
ひ
た
る
を
、
ふ
か
く
信
じ
て
と
な
ふ
る
が
め
で
た
き
こ
と
に
て
候

な
り
」
〔
真
野
全
二
・
㎝
～
鵬
〕
と
い
い
、
「
も
と
ぬ
す
み
こ
こ
ろ
あ
ら
ん
入
も
、

ヘ
　
　
へ

極
楽
を
ね
が
ひ
念
仏
を
ま
ふ
す
ほ
ど
の
こ
と
に
な
り
な
ば
、
も
と
ひ
が
う
た
る
こ

こ
ろ
を
も
お
も
ひ
な
を
し
て
こ
そ
あ
る
べ
き
」
〔
真
下
全
二
・
鯉
〕
と
書
き
つ
け
ら

れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
『
末
灯
鋤
』
で
は
「
浄
土
」
の
語
旬
は
二
十
四
回
も
使

用
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
う
ち
の
二
つ
で
は
な
い
か
と
い
う
発
想
も
あ
り

う
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
た
だ
回
数
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
す
ま
さ

れ
な
い
だ
ろ
う
。
い
ま
の
文
章
は
、
ど
う
み
て
も
方
便
封
土
に
つ
い
て
の
解
説
で

も
な
け
れ
ば
、
『
観
経
』
や
『
小
経
』
の
顕
説
の
立
場
で
の
説
明
で
も
な
い
。
こ

れ
は
、
明
ら
か
に
関
東
の
弟
子
に
対
す
る
手
紙
で
あ
っ
て
、
自
ら
の
文
章
で
あ
る
。

ま
た
『
導
灯
砂
』
だ
け
で
は
な
く
、
『
唯
信
妙
文
意
』
の
文
な
ど
も
そ
れ
と
同
じ
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趣
の
文
章
が
あ
る
。
い
っ
た
い
、
こ
れ
は
ど
う
解
釈
し
、
ど
う
領
解
す
べ
き
で
あ

ろ
う
か
。

　
こ
の
問
い
に
対
し
て
、
最
も
明
快
に
語
ら
れ
て
い
る
の
は
『
唯
信
砂
文
意
』
と

思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
「
極
楽
元
為
浬
架
界
」
と
い
ふ
は
、
「
極
楽
」
と
ま
う
す
は
か
の
安
楽
浄
土

　
　
な
り
、
よ
う
つ
の
た
の
し
み
つ
ね
に
し
て
く
る
し
み
ま
じ
は
ら
ざ
る
な
り
、

　
　
か
の
く
に
を
ば
安
養
と
い
へ
り
、
曇
鶯
和
尚
は
ほ
め
た
て
ま
つ
り
て
安
養

　
　
と
ま
う
す
と
の
た
ま
へ
り
。
ま
た
『
論
』
（
浄
土
論
）
に
は
「
蓮
華
蔵
世
界
」

　
　
と
も
い
へ
り
、
「
無
為
」
と
も
い
へ
り
。
「
渥
架
界
」
と
い
ふ
は
、
元
明
の

　
　
ま
ど
ひ
を
ひ
る
が
へ
し
て
莞
上
諭
を
さ
と
る
な
り
　
　
〔
真
直
全
二
・
㎜
〕

の
文
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
浄
土
を
「
極
楽
」
と
い
う
．
つ
ま
り
「
よ
う
つ
の
た
の
し
み
つ
ね
に

し
て
く
る
し
み
ま
じ
は
ら
ざ
る
」
世
界
と
し
て
説
か
れ
、
い
か
に
も
凡
夫
の
心
情

に
対
応
し
た
世
界
と
い
う
よ
う
に
語
ら
れ
て
、
直
ち
に
、
そ
の
「
極
楽
」
は
「
安

楽
浄
土
」
で
あ
り
、
「
安
養
」
で
あ
り
、
「
無
為
浬
業
界
」
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い

る
。
浬
業
界
と
は
、
「
莞
明
の
ま
ど
ひ
を
ひ
る
が
へ
し
て
元
上
覚
を
さ
と
る
」
世

界
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
「
浄
土
」
の
あ
り
方
の
論
理
的
構
造
を
的
確
に
顕
わ
し
た
も
の
と
い

え
る
。
つ
ま
り
、
「
浄
土
」
は
凡
夫
的
で
あ
る
と
同
時
に
浬
梁
的
で
あ
る
。
浬
桑

的
で
あ
る
と
同
時
に
凡
夫
的
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
矛
盾
的
構
造
と
も
い
う

べ
き
存
在
の
論
理
が
、
「
極
楽
元
亀
言
葉
界
」
と
い
う
言
葉
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る

と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
浄
土
の
本
質
は
浬
薬
で
あ
り
、
証
で
あ
り
、
真
如
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は

　
　
　
　
　
親
禰
に
お
け
る
「
極
楽
」
と
「
浄
土
」

浬
架
に
止
ま
り
真
如
に
止
ま
っ
て
、
現
実
の
衆
生
に
か
か
わ
ら
な
い
よ
う
な
も
の

で
は
な
く
、
現
実
の
衆
生
を
し
て
、
苦
悩
の
有
情
を
し
て
願
わ
し
め
、
そ
こ
に
往

か
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
は
最
も
凡
情
的
で
あ

っ
て
最
も
浬
薬
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
最
も
凡
情
的
で
な
け
れ
ば
罪
悪
深
重

の
私
に
は
か
か
わ
ら
な
い
。
あ
た
か
も
そ
れ
は
水
か
ら
離
れ
た
水
車
の
よ
う
で
あ

ろ
う
し
、
ま
た
、
最
も
高
架
的
で
な
け
れ
ば
、
煩
悩
を
断
滅
し
た
「
さ
と
り
」
を

開
く
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
先
の
『
唯
信
砂
文
意
』
に
「
『
浬
榮
界
』
と
い
ふ
は
、

元
明
の
ま
ど
ひ
を
ひ
る
が
へ
し
て
元
畜
覚
を
さ
と
る
な
り
」
と
い
わ
れ
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

に
、
そ
こ
に
は
無
明
の
存
在
に
即
し
て
、
し
か
も
そ
の
ま
ど
い
を
ひ
る
が
え
す
は

た
ら
き
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
仏
教
で
は
、
真
実
（
そ
れ
は
「
さ
と
り
」
と
い
っ
て
も
よ
い
し
、
聖
な
る
「
法
」

と
い
っ
て
も
よ
い
）
を
顕
わ
す
の
に
二
つ
の
系
譜
が
あ
る
。
一
つ
は
無
相
的
表
現

で
あ
り
、
二
つ
は
有
相
的
表
現
で
あ
る
。
無
相
的
表
現
と
は
真
如
・
一
如
・
法
性

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
「
無
色
無
形
」
（
色
も
無
く
形
も
ま
し
ま
さ
ず
）
「
言
亡
野

州
］
（
こ
こ
ろ
も
お
よ
ば
ず
、
こ
と
ば
も
だ
え
た
り
）
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
　
こ

れ
に
対
し
て
有
相
的
表
現
と
は
、
如
来
・
浄
土
・
本
願
・
名
号
な
ど
と
い
う
云
い

方
で
、
「
垂
名
卑
屈
」
と
い
っ
て
親
鷲
が
「
か
た
ち
を
あ
ら
わ
し
、
御
な
を
し
め

し
て
、
衆
生
に
し
ら
し
め
た
ま
ふ
を
ま
ふ
す
な
り
」
と
説
い
た
表
現
で
あ
る
。
．
曇

鷺
は
、
仏
身
に
つ
い
て
い
わ
ゆ
る
二
種
法
身
を
説
き
、
「
法
性
法
身
」
と
「
方
便

法
身
」
と
し
た
が
、
こ
の
場
合
、
法
性
法
身
が
無
相
的
表
現
で
あ
り
、
方
便
法
身

が
有
相
的
表
現
で
あ
る
。
「
方
便
」
と
は
、
原
語
は
ξ
碧
p
と
い
う
こ
と
ば
で
あ

り
、
「
近
づ
く
」
「
到
達
す
る
」
の
意
味
で
、
名
詞
に
は
「
道
」
と
い
う
意
味
が
あ
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親
擢
に
お
け
る
「
極
楽
」
と
「
浄
土
」

る
。
我
々
の
認
識
の
超
え
た
無
相
の
真
実
（
如
）
が
、
我
々
の
世
界
に
「
近
づ
」

き
「
到
達
す
る
」
の
が
、
如
来
・
浄
土
・
本
願
・
名
号
の
有
相
的
展
開
で
あ
り
、

我
々
は
そ
の
「
道
」
を
た
よ
り
と
し
て
、
真
如
に
到
ら
し
め
ら
れ
る
と
い
う
の
で

あ
る
。

　
『
往
生
論
註
』
で
は
、
こ
の
無
相
の
法
性
法
身
と
有
相
の
方
便
法
身
と
の
関
係
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。
「
法
性
法
身
に
由
っ
て
方
便
法
身
を
生
ず
、
方
便
法
身

　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

に
由
っ
て
法
性
法
身
を
出
す
。
此
の
二
の
法
身
は
異
に
し
て
分
つ
べ
か
ら
ず
、
一

に
し
て
同
ず
べ
か
ら
ず
。
是
の
故
に
広
略
相
入
し
て
、
興
ず
る
に
法
の
名
を
以
て

す
。
菩
薩
も
し
広
略
相
入
を
知
ら
ず
ば
則
ち
自
利
利
他
に
能
は
じ
」
〔
真
黒
全
一
・

鰯
～
辮
〕
と
。
こ
の
場
合
の
「
由
生
湖
頭
」
「
異
而
不
可
分
、
一
髪
不
可
同
」
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

わ
れ
る
論
理
的
内
容
に
注
視
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
「
法
性
法
身
に
由
っ
て
方
便

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

法
身
を
生
ず
」
と
い
う
と
き
、
こ
の
「
由
っ
て
・
生
ず
る
」
と
い
う
こ
と
が
ら
は
、

一
般
に
水
と
波
に
喩
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る

が
、
も
っ
と
論
理
的
内
容
を
吟
味
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
単
に
直
線
的
に
流

れ
て
き
た
も
の
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
一
如
と
い
う
絶
対
無
限
の
世
界

か
ら
、
凡
夫
の
相
対
的
世
界
に
則
し
て
、
ま
さ
に
「
変
様
」
し
た
世
界
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
性
法
身
の
絶
対
否
定
的
な
自
己
限
定
に
お
い
て
、
は

じ
め
て
方
便
法
身
が
現
わ
れ
て
く
る
。
こ
の
法
性
法
身
の
絶
対
否
定
即
肯
定
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

こ
ろ
に
、
方
便
法
身
の
世
界
が
開
か
れ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
「
絶

へ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

対
否
定
」
「
逆
転
的
自
己
限
定
」
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
相
対
の
世
界
に
は
、
相
対
の
論
理
的
在
り
方
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
そ
れ
は
た
だ
無
相
絶
対
の
世
界
の
流
入
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
、
相
対
の
凡

夫
の
世
界
に
即
す
る
在
り
方
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
如
が
如
来
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

る
と
い
う
こ
と
、
一
如
が
浄
土
と
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
単
な
る
直
線
的
な
て
だ

へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ

て
と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
、
あ
る
い
は
一
つ
の
手
段
と
し
て
説
か
れ
た
と
い
う
も

の
で
は
な
い
。
一
如
の
無
相
絶
対
の
世
界
か
ら
、
法
蔵
菩
薩
の
願
行
の
成
就
と
い

う
で
き
ご
と
は
、
凡
夫
の
我
々
の
あ
り
方
を
逆
転
さ
せ
る
べ
く
、
　
一
如
自
ら
の

「
変
様
」
と
し
て
の
で
き
ご
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
「
変
様
」

で
な
け
れ
ば
、
凡
夫
の
救
い
は
あ
り
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
い
ま
、
『
浄
土
論
』

に
説
か
れ
る
浄
土
の
三
戸
二
十
九
種
の
荘
厳
と
い
う
も
の
も
ま
た
、
ま
さ
に
「
変

様
」
と
し
て
の
存
在
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
と
よ
り
、
そ
れ
は
一
如
の
無
相

絶
対
の
世
界
と
全
く
違
っ
た
客
体
的
な
表
象
で
は
な
い
。
三
眠
二
十
九
種
の
荘
厳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

は
、
あ
く
ま
で
も
一
如
の
無
相
絶
対
の
世
界
の
は
た
ら
き
で
あ
り
、
働
き
で
あ
る

が
故
に
こ
そ
、
相
対
の
凡
夫
の
世
界
に
即
し
た
変
様
の
存
在
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
「
異
而
不
可
分
、
　
一
真
不
可
同
」
と
い
わ
れ
る
の
は
そ
の
こ
と
が
ら
を
い
い

あ
て
て
い
る
。
相
対
の
凡
夫
の
世
界
に
即
し
た
変
様
の
存
在
と
な
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
い
よ
い
よ
一
如
の
一
如
性
が
明
ら
か
に
な
り
、
本
当
の
意
味
が
全
う
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
方
便
法
身
の
一
如
の
は
た
ら
き
と
し
て
の
あ
り
方
を
最
も
よ
く
表
わ
し
て

い
る
の
が
、
「
光
明
」
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
『
教
行
信
証
』
「
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

仏
土
巻
」
に
「
仏
は
則
ち
登
れ
不
可
思
議
光
如
来
な
り
、
土
は
ま
た
煙
れ
元
量
光

へ粗
土
な
り
」
〔
真
受
全
二
・
㎜
〕
と
説
き
、
『
唯
信
砂
文
意
』
に
「
尽
十
方
元
黒
光

如
来
」
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
仏
も
土
も
光
明
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

相
対
凡
夫
の
世
界
に
変
様
し
た
一
如
絶
対
の
は
た
ら
き
を
最
も
的
確
に
開
示
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
光
明
は
超
空
間
的
空
間
的
表
象
で
あ
り
、
寿
命
無
量
は
超
時
間

的
時
間
的
表
象
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
「
無
量
光
明
土
」
と
い
う
あ
り
方
は
、
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一
如
の
変
様
的
な
あ
り
方
を
よ
く
示
し
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
更
に
、

「
浄
土
」
は
「
真
実
報
土
」
で
あ
る
と
い
う
説
か
れ
方
も
、
実
に
こ
の
「
変
様
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
論
理
的
あ
り
方
を
よ
く
開
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
親
鶯

自
身
の
言
葉
に
か
え
し
て
み
よ
う
。

　
　
し
か
れ
ば
仏
に
つ
い
て
二
種
の
法
身
ま
し
ま
す
、
ひ
と
つ
に
は
法
性
法
身

　
　
と
ま
う
す
、
　
ふ
た
つ
に
は
方
便
法
身
と
ま
う
す
。
法
性
法
身
と
ま
う
す

　
　
は
、
い
う
も
な
し
、
か
た
ち
も
ま
し
ま
さ
ず
。
し
か
れ
ば
こ
こ
ろ
も
お
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
ば
ず
、
こ
と
ば
も
だ
え
た
り
。
こ
の
一
如
よ
り
か
た
ち
を
あ
ら
は
し
て
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
便
法
身
と
ま
う
す
、
そ
の
御
す
が
た
に
法
蔵
比
丘
と
な
の
り
た
ま
ひ
て
不

　
　
可
思
議
の
四
十
八
の
大
誓
願
を
お
こ
し
あ
ら
は
し
た
ま
ふ
な
り
。
こ
の
誓

　
　
願
の
な
か
に
、
光
明
元
量
の
本
願
、
寿
命
元
量
の
弘
誓
を
本
と
し
て
あ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
は
れ
た
ま
へ
る
御
か
た
ち
を
、
世
親
菩
薩
は
尽
十
方
元
昇
光
如
来
と
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
け
た
て
ま
つ
り
た
ま
へ
り
。
こ
の
如
来
す
な
は
ち
誓
願
の
業
因
に
む
く
ひ

　
　
た
ま
ひ
て
報
身
如
来
と
ま
う
す
な
り
、
す
な
は
ち
阿
弥
陀
如
来
と
ま
う
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
な
り
。
報
と
い
ふ
は
た
ね
に
む
く
ひ
た
る
ゆ
へ
な
り
。
こ
の
報
身
よ
り
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
化
等
の
無
量
無
数
の
身
を
あ
ら
は
し
て
、
微
塵
世
界
に
藤
下
の
智
慧
光
を

　
　
は
な
た
し
め
た
ま
ふ
ゆ
へ
に
尽
十
方
平
皿
光
仏
と
ま
う
す
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
『
唯
信
紗
文
意
』
千
歯
全
二
・
枷
～
謝
〕

と
。　

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
一
如
の
「
変
様
」
と
し
て
の
は
た
ら
き
が
、
凡
夫
の

あ
り
方
の
「
変
様
」
に
如
何
に
対
応
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
親
鷺
は
自
ら
の
廻
心

の
転
回
を
三
願
転
入
と
し
て
告
白
し
て
い
る
が
、
い
ま
、
我
々
の
転
回
に
即
し
て

　
　
　
　
　
親
轡
に
お
け
る
「
極
楽
」
と
「
浄
土
」

考
え
て
み
よ
う
。

　
我
々
は
、
つ
ね
に
自
己
肯
定
的
に
欲
求
的
に
生
き
て
い
こ
う
と
す
る
。
そ
れ
は

我
愛
的
で
あ
り
、
従
っ
て
煩
悩
的
・
無
明
的
と
な
る
。
そ
れ
は
一
如
と
よ
ば
れ
、

仏
と
よ
ば
れ
る
あ
り
方
と
は
ま
さ
に
反
逆
的
で
あ
り
、
反
仏
的
で
あ
る
。
そ
の
我

愛
的
私
は
、
つ
ね
に
欲
望
的
楽
の
世
界
を
肯
定
し
て
求
め
、
そ
れ
と
反
対
の
苦
の

世
界
を
反
射
的
に
無
視
し
よ
う
と
す
る
。
そ
こ
で
、
一
如
が
臼
己
限
定
し
、
変
様

し
、
私
に
即
し
て
は
た
ら
く
。
そ
の
場
合
、
最
も
底
辺
で
は
人
間
の
欲
求
に
対
応

し
た
様
を
と
り
つ
つ
、
同
時
に
欲
求
を
転
回
さ
せ
る
と
い
う
矛
盾
的
構
造
を
も
つ

「
変
様
」
こ
そ
、
方
便
法
身
で
あ
り
、
浄
土
の
存
在
理
由
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。
親
鶯
が
も
し
、
「
極
楽
」
を
肯
定
的
な
面
で
使
用
す
る
と
き
は
、
こ
の

凡
夫
の
「
変
様
」
を
前
提
と
し
た
と
き
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
『
唯
信
鋤
文
意
』

の
言
葉
は
、
そ
れ
を
み
ご
と
に
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
よ
う

つ
の
た
の
し
み
つ
ね
に
し
て
く
る
し
み
ま
じ
は
ら
ざ
る
な
り
」
と
一
応
、
凡
夫
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

情
感
に
即
し
つ
つ
、
直
ち
に
「
『
極
楽
』
と
ま
う
す
は
か
の
安
楽
浄
土
な
り
」
と

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

い
い
、
「
『
無
為
』
と
も
い
へ
り
、
『
心
葉
界
』
と
い
ふ
は
元
明
の
ま
ど
ひ
を
ひ
る

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

が
へ
し
て
元
上
塗
を
さ
と
る
な
り
」
と
転
回
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
極
楽
浄
土

の
は
た
ら
き
な
の
で
あ
る
。
光
明
土
と
説
か
れ
る
は
た
ら
き
な
の
で
あ
る
。
従
っ

て
親
玉
は
、
ま
ず
第
十
九
願
の
諸
行
に
よ
る
往
生
、
次
に
第
二
十
願
の
自
力
（
自

ら
の
力
・
善
根
を
肯
定
す
る
）
念
仏
に
よ
る
往
生
の
世
界
は
、
化
土
す
な
わ
ち
極

楽
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
は
廃
立
と
い
う
決
別
で
は
な
く
て
、
「
従
仮
入
真
」
と
い

う
い
わ
ゆ
る
「
真
実
に
転
入
さ
せ
」
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
、
自
力
念
仏
を

設
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
「
極
楽
」
は
「
浄
土
」
で
あ
り
、
本
質
的
に

「
一
如
」
「
浬
般
木
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
さ
に
、
「
浄
土
」
に
転
入
さ
せ
ら
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親
鷺
に
お
け
る
「
極
楽
」
と
「
浄
土
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
論
理
が
あ
る
の
で
あ
る
。

六
、
結

甑口口

　
以
上
、
親
鷺
の
「
極
楽
」
の
訳
語
に
対
す
る
主
著
『
叢
薄
信
証
』
に
お
い
て
の

厳
密
な
態
度
を
基
本
と
し
つ
つ
、
自
ら
の
廻
心
の
転
回
に
即
し
て
、
「
極
楽
」
　
の

凡
情
性
と
「
浄
土
」
の
浬
契
性
の
絶
妙
の
あ
り
方
を
、
方
便
法
身
の
特
異
的
論
理

性
と
し
て
究
明
し
て
み
た
。

　
も
と
よ
り
、
親
鶯
に
お
け
る
「
極
楽
」
の
語
旬
の
用
法
へ
の
敏
感
な
神
経
に
つ

い
て
は
、
奈
良
・
平
安
の
造
形
美
的
宗
教
形
態
へ
の
否
定
的
側
面
が
根
底
に
あ

り
、
そ
し
て
、
「
和
語
聖
教
」
に
み
ら
れ
る
「
極
楽
」
か
ら
「
浄
土
」
へ
の
転
入

の
開
示
に
つ
い
て
は
、
善
業
事
件
と
い
う
自
ら
の
体
験
が
大
き
な
か
か
わ
り
が
あ

る
と
推
究
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
論
究
は
他
口
に
ゆ
ず
る
。

＠＠③④⑤

藤
田
宏
達
「
極
楽
浄
土
の
観
念
」
（
『
原
始
浄
土
思
想
の
研
究
』
所
収
）
参
照

親
鶯
に
お
い
て
の
「
浄
土
」
の
用
語
例
の
分
析
、
語
句
に
関
す
る
解
説
、
浄
土
に
関

す
る
文
献
学
教
理
史
的
研
究
、
教
学
的
研
究
、
宗
教
哲
学
的
研
究
の
足
跡
の
う
ち
、

主
な
る
説
の
概
観
等
は
、
拙
稿
〈
浄
土
〉
（
『
親
鷺
教
学
に
お
け
る
基
礎
概
念
の
研
究
』

〔
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
総
合
研
究
A
）
研
究
成
果
〕
所
収
）
参
照

詳
し
く
は
顕
彰
隠
密
の
義
と
い
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ
な
解
釈
が
あ
る

が
、
こ
こ
で
は
顕
と
は
顕
著
に
説
く
と
い
う
意
味
、
隠
と
は
隠
微
に
彰
わ
す
と
い
う

意
味
で
、
同
一
の
経
典
に
一
つ
の
法
は
顕
著
に
、
一
つ
の
法
は
隠
微
に
二
重
の
構
造

を
も
っ
て
説
か
れ
る
の
は
、
釈
尊
の
「
密
」
意
に
よ
る
と
い
う
意
味
と
し
て
お
く
。

　
親
鷺
は
「
浄
土
三
部
経
」
を
分
析
し
て
、
　
「
観
経
」
と
『
小
経
」
を
こ
の
立
場
で

解
釈
し
た
。
そ
れ
を
図
示
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

『
観
経
』
」
毎
号
無
縫
蛇
毒
繍
　
麗
避
難
仏
の
密
意

『
小
三
目
騨
期
縫
叢
蕪
　
讐
難
仏
の
密
意

星
野
元
豊
「
浄
土
成
立
の
論
理
」
（
『
大
谷
大
学
研
究
紀
要
』
第
二
号
〔
浄
土
の
諸
問

題
2
〕
所
収
）
参
照

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ぬ

浄
土
の
「
転
回
」
の
は
た
ら
き
は
、
「
往
生
浄
土
」
と
い
わ
れ
る
「
往
生
」
の
概
念

の
用
法
と
も
密
接
に
関
連
す
る
。
こ
の
「
往
生
」
に
つ
い
て
の
転
回
の
意
味
に
つ
い

て
は
、
拙
論
「
往
生
を
め
ぐ
る
問
題
点
」
（
『
親
鷺
教
学
の
研
究
』
所
収
）
参
照
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〔
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